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令和７年度山元支援学校 学校評価のためのアンケートの結果について 

 

日頃より本校の教育活動にご理解とご支援を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、過日の「学校評価のためのアンケート」について、保護者（回答 34名）と教職員（回答

47名）のアンケート結果をまとめました。 

今後もよりよい教育活動を目指し、改善に努めてまいりますので、関係の皆様のご理解とご協

力をお願い申し上げます。 

 

本校の学校教育目標 

児童生徒一人一人の生命への畏敬の精神に基づき、個々の障害の状態及び能力や適性に

応じて心身の調和的発達を助長し、健康で心豊かな児童生徒の育成に努める。 

校訓 元気に(健康) 仲良く(友愛・社会性) 一歩ずつ(主体性・着実に) 

＜７年度の重点事項＞ 

（１）一人一人の教育的ニーズに応じた学習指導の充実 

（２）教職員一人一人の指導力と専門性の向上 

（３）児童・生徒・保護者・地域に信頼される安全・安心な学習環境の整備と防災教育の推進 

（４）地域や関係機関と連携・協力した特色ある教育活動の推進 

（５）特別支援学校のセンター的機能の充実 

 

以下に、主な結果を要約してご報告いたします。 

 

１ 高い信頼と連携（100%の肯定的評価） 

「家庭との適切な連絡体制（連絡帳・eメッセージ等）」や「個別の教育支援計画・個別の指導

計画の作成」については、保護者・教職員ともに全員が肯定的な評価をしており、学校と家庭の

強い信頼関係が示されました。また、校訓に則した教育活動が児童生徒の成長につながっている

点でも高い合意が得られています。 

 

２ 今後の課題：教育実践の「見える化」 

今回の調査で、認識に最も差が出たのは「iPad等の活用状況」でした。 

• 教職員: ９割以上が学習に活用できていると実感。 

• 保護者: 肯定的評価は約 65%に留まり、約３割が「分からない」と回答。  

授業での具体的な活用事例を、授業参観や学部便り等を通じてより積極的にお伝えし、活動を

可視化できるよう努めます。 

 

３ 将来に向けた支援と専門性の向上 

進路等の情報提供については概ね評価をいただいておりますが、「具体的にどうすべきかまだ

考えられない」といった声も寄せられています。教職員一同、さらなる指導力と専門性の向上に

励み、将来に向けた丁寧な話合いと支援を継続してまいります。 

今後とも、本校の教育活動へのご理解とご協力をよろしくお願い申し上げます。 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1 本校は、校訓【元気に・仲良く・一歩ずつ】に表さ

れているような教育活動が十分になされ、それが児

童生徒の成長につながっている。

2 本校は、一人一人の教育的ニーズや発達段階、

特性等を考慮して、個別の教育支援計画・個別の

指導計画を作成し、充実した学習指導が展開で…

3 本校の児童生徒は、授業中、iPad等を使って学

習に取り組み、必要に応じて支援機能（読み上げ、

拡大表示、AAC等）も活用している。

4 本校の教職員と保護者は、お子様の将来に向け

た十分な話合いを行っている(福祉、進路に関する

情報提供など)。

5 本校の教職員は、指導力と専門性の向上に努め

ている。

6 本校は、児童生徒の健康な心身の発達を目指し

た学習計画をたて、計画的に実践している。

7 本校は、児童生徒の安全・安心な学習環境を十

分に整えている。

8 本校は、保護者や地域の協力のもと、危機管理

マニュアルの不断の見直しなど安全教育に十分に

取り組んでいる。

Ｒ７ 学校評価のための保護者アンケート(No.1-8)

そう思う ややそう思う あまりそう思わない そう思わない 分からない



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

9 本校は、地域の教育(学習)資源を生かした体験

的な学習活動と地域に根ざした教育活動に十分に

取り組んでいる。

10 本校は、地域の学校や居住地校との交流及び

共同学習に十分に取り組んでいる。

11 本校は、ホームページや学校からの各種お便り

等の情報発信を適切にしている。

12 お子様は、楽しく充実した学校生活を送ってい

る。

13 本校は、いじめの未然防止及び早期発見、早期

対応に努め、安心して生活できる教育環境づくりに

取り組んでいる。

14 本校は、連絡帳、電話、「eメッセージ」等をとお

して家庭との連絡を適切に取っている。

15 本校は、学校徴収金等の事務、会計処理を適

切に行っている。

16 本校のＰＴＡ活動は、互いに協力して十分に行

われている。

Ｒ７ 学校評価のための保護者アンケート(No.9-16)

そう思う ややそう思う あまりそう思わない そう思わない 分からない



 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1 「教育目標」「目指す児童生徒像」「学校経営方針」「目指

す学校像」「本年度の努力事項」「学部目標」「各委員会の

目標」に整合性があり、児童生徒の実態を踏まえた内容、…

2 「教育目標」「目指す児童生徒像」「学部目標」「学級目標」

など、保護者に分かりやすく説明し、教育目標に向けて全教

職員で取り組んでいる。

3 本校は、一人一人の教育的ニーズや発達段階、特性等を

考慮して、個別の教育支援計画・個別の指導計画を作成

し、充実した学習指導が展開できている。

4 本校の児童生徒は、授業中、iPad等を使って学習に取り

組み、必要に応じて支援機能（読み上げ、拡大表示、AAC

等）も活用している。

5 本校は、志教育(キャリア教育)を踏まえ、児童生徒の実態

や発達段階に応じた協働的な学習を展開している。

6 本校の教職員と保護者は、お子様の将来に向けた十分な

話合いを行っている(福祉、進路に関する情報提供など)。

7 本校は、学部段階ごとに１２年間を見据え、系統的な教育

課程を編制している。

8 本校の教職員は、学部や経験年数を超えた学び合いなど

をとおして、教職員は指導力と専門性の向上に努めている。

9 本校は、外部専門家の活用や支援機関などとの連携が十

分にとれている。

10 本校は、児童生徒の健康な心身の発達を目指した学習

計画をたて、計画的に実践している。

Ｒ７ 学校評価のための教職員アンケート(No.1-10)

そう思う ややそう思う あまりそう思わない そう思わない



 

 

 

 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

11 本校は、児童生徒の安全・安心な学習環境を十分に整

えている。

12 本校は、保護者や地域の協力のもと、危機管理マニュア

ルの不断の見直しなど安全教育に十分に取り組んでいる。

13 本校は、地域の教育(学習)資源を生かした体験的な学

習活動と地域に根ざした教育活動に十分に取り組んでい

る。

14 本校は、地域の学校や居住地校との交流及び共同学習

に十分に取り組んでいる。

15 本校は、ホームページや学校からの各種お便り等の情報

発信を適切にしている。

16 本校は、地域の幼児・児童・生徒、保護者、教員等を対

象とした教育相談や研修機会の提供等を十分に行ってい

る。

17 教育公務員としての使命と職責を自覚し、教員相互の信

頼を大切にして教育活動に取り組んでいる。

18 本校は、いじめの未然防止及び早期発見、早期対応に

努め、安心して生活できる教育環境づくりに取り組んでい

る。

19 本校は、連絡帳、電話、「eメッセージ」等をとおして家庭

との連絡を適切に取っている。

20 本校は、学校徴収金等の事務、会計処理を適切に行っ

ている。

21 本校のＰＴＡ活動は、互いに協力して十分に行なわれて

いる。

Ｒ７ 学校評価のための教職員アンケート(No.11-21)

そう思う ややそう思う あまりそう思わない そう思わない


